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令和６年度決算認定
令和６年度一般会計決算！
令和６年度一般会計の歳入は前年度比１６％減　

村の貯金はいくらある？

　令和６年度の一般会計歳入総額は 52 億 1,442 万 5 千円で、対前年度比 10 億 1,518 万 2
千円（16.3％）減少しました。

　村の貯金を基金といい、目的に応じて積立（貯金）と取崩（出金）を行っています。令和 6
年度は 3 億 1,821 万円を取崩し、5 億 6,736 万円を新たに積立てました。令和 6年度末の残
高は 50億 1,789 万円で、将来にわたる貴重な財源となります。
【一般会計基金】

基金名 積立の目的・使途 6年度末残高
財政調整基金 財源の調整 7 億 2,129 万円
減債基金 地方債（村の借金）の返済 5 億 8,373 万円
古川地域開発基金 古川地域の産業開発等 1,006 万円
桜オーナー基金 桜オーナー事業の管理運営 773 万円
ふるさと創生基金 ふるさとづくり 7,383 万円
いきいき人づくり基金 明るく活力のある村をめざす人材育成 4 億 6,386 万円
交通安全対策事業基金 交通安全対策 105 万円
こども育成支援基金 こども育成対策 6 億 5,519 万円
ふるさと応援基金 ふるさとづくり（ふるさと納税） 12 億 6,145 万円
地域公共交通対策基金 地域公共交通対策 8 億 7,869 万円
高額療養費貸付基金 高額療養費貸付事業 164 万円
学校分収造林基金 学校経営・運営及び学校教育振興 131 万円
熊本地震復興基金 熊本地震復興事業 161 万円
森林環境譲与税基金 森林整備事業 1 億 6,485 万円
地域振興支援事業基金 地域振興及び市房ダム周辺の環境整備 1,086 万円
新型コロナウイルス感染症対策基金 商工業向け新型コロナウイルス対策事業 213 万円
老人福祉対策基金 老人福祉事業 8,512 万円
中山間地域ふるさと水と土保全基金 水土環境の保全 370 万円
土地開発基金 公共用地の取得 8,580 万円
被災家屋復旧資金 被災者の住家再建資金の貸与 399 万円

合　計 50億 1,789 万円

主な税金の収納率
・村民税 99.87％
・固定資産税 99.83％
・軽自動車税 100％

主な使用料の収納率
・公営住宅使用料 96.09％
・一般住宅使用料 97.99％

村税
2億4,591万円
4.72％

村税
2億4,591万円
4.72％

村債
2億3,600万円
4.53％

村債
2億3,600万円
4.53％

繰越金
7億9,706万円
15.29％

繰越金
7億9,706万円
15.29％

繰入金
3億2,841万円
6.30％

繰入金
3億2,841万円
6.30％

諸収入
7,579万円
1.45％

諸収入
7,579万円
1.45％

国庫支出金
6億6,991万円
12.85％

国庫支出金
6億6,991万円
12.85％

県支出金 1億9,056万円 3.65％県支出金 1億9,056万円 3.65％

地方交付税
18億6,131万円
35.70％

地方交付税
18億6,131万円
35.70％

分担金及び負担金
2,358万円 0.45％
分担金及び負担金
2,358万円 0.45％
使用料及び手数料
2,879万円 0.55％
使用料及び手数料
2,879万円 0.55％

地方譲与税 1億681万円 2.05％地方譲与税 1億681万円 2.05％
利子割交付金 5万円 0.00％利子割交付金 5万円 0.00％
配当割交付金 63万円 0.01％配当割交付金 63万円 0.01％
株式譲渡金 106万円 0.02％株式譲渡金 106万円 0.02％

地方消費税交付金
5,054万円 0.97％
地方消費税交付金
5,054万円 0.97％
環境性能割交付金
438万円 0.08％
環境性能割交付金
438万円 0.08％

財産収入
4,678万円 0.90％
財産収入
4,678万円 0.90％

寄附金
5億3.479万円
10.26％

寄附金
5億3.479万円
10.26％

法人事業税交付金
305万円 0.06％
法人事業税交付金
305万円 0.06％

歳  入

地方特例交付金
902万円 0.17％
地方特例交付金
902万円 0.17％

歳  入
52億1,443万円
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歳出総額は前年度比約９億円減少

　令和６年度の一般会計歳出総額は 45 億 3,899 万 5 千円で、前年度比 8億 9,355 万 6
千円（16.4％）減少しています。令和６年度の主な事業（特徴的なもの）は以下のとお
りです。

総務費
・ふるさと寄附金事業 2億8,667万円
・庁舎照明器具 LED 化事業 2,858万円
・村 HP リニューアル委託料 928万円
・価格高騰緊急支援給付金 3,116万円
・経済回復活性化事業 1,255万円
・旧湯山小学校改築工事実施設計委託料
 810万円

民生費
・ふれあい会事業実施委託料 628万円
・出産祝金 120万円
・出産・子育て応援給付金 75万円
・こども育成支援基金積立金 1億円

衛生費
・新型コロナ感染症対策事業 390万円
・帯状疱疹ワクチン接種補助金 29万円

農林水産費
・農業担い手規模拡大奨励金 145万円
・森林環境譲与税基金積立金 6,941万円
・販路拡大応援補助金 566万円

商工費
・お得～ぽん（宿泊クーポン）事業補助金
 2,500万円
・市房山キャンプ場大規模改修工事
 1億100万円
・結婚支援事業 118万円

土木費
・村道石舟五本松線道路改良工事
 5,062万円
・新無反野橋橋台設置工事 4,780万円
・ふるさとマイホーム祝金 460万円
・戸建て木造住宅耐震改修等事業補助金
 79万円

消防費
・デジタル簡易無線購入費 165万円
・災害対策備品購入費 220万円

教育費
・高等学校等通学費等補助金 545万円
・語学検定（英検・漢検）検定料補助金
 50万円
・家庭学習等通信費補助金 251万円

災害復旧事業費 5億6,026万円

歳  出

総務費
14億643万円
30.99％

総務費
14億643万円
30.99％

民生費
5億8,202万円
12.82％

民生費
5億8,202万円
12.82％

農林水産費
3億7,654万円 8.30％
農林水産費
3億7,654万円 8.30％

土木費
2億6,553万円 5.85％
土木費
2億6,553万円 5.85％

教育費
2億4,377万円
5.37％

教育費
2億4,377万円
5.37％

公債費
4億7,917万円
10.56％

公債費
4億7,917万円
10.56％

議会費 5,166万円 1.14％議会費 5,166万円 1.14％

衛生費 1億9,372万円 4.27％衛生費 1億9,372万円 4.27％

商工費
2億6,726万円 5.89％
商工費
2億6,726万円 5.89％

消防費
1億1,265万円 2.48％
消防費
1億1,265万円 2.48％

災害復旧費
5億6,025万円
12.34％

災害復旧費
5億6,025万円
12.34％

歳  出
45億3,900万円



઎๺㧡ᐕ ��᦬   no.646 ��ᐢႎ

定 例 会
月９

　令和７年第３回定例会が９月９日（火）から18日（木）の日程
で開催され、人事案件１件、条例制定２件、条例改正３件、工
事請負契約締結２件、令和７年度各会計補正予算６件、令和６
年度各会計決算７件が提案され、慎重に審議した結果、それぞ
れ原案どおり決定した。

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
設
置
補
助
金
は

前
年
度
よ
り
倍
に
増

え
た
。
車
の
買
い
替

え
に
よ
る
も
の
か
。

１
人
１
回
し
か
申
請

が
で
き
な
い
た
め
全

て
新
規
。
行
政
評
価

で
補
助
金
を
推
進
す

る
よ
う
意
見
が
あ

り
、
広
報
回
覧
で
周

知
し
令
和
６
年
度
申

請
が
増
え
た
も
の
。

今
後
、
買
い
替
え
需

要
も
で
て
く
る
こ
と

か
ら
制
度
拡
充
も
検

討
い
た
だ
き
た
い
。

団
員
報
酬
に
つ
い

て
、
総
務
省
は
個
人

振
り
込
み
を
推
進
し

て
い
る
が
、
今
後
は

個
人
振
り
込
み
に
な

る
の
か
。
消
防
団
か

ら
の
意
見
は
ど
う
か
。

消
防
幹
部
会
で
は
そ

の
ま
ま
分
団
振
込
み

が
良
い
と
の
意
見
で

あ
っ
た
。
団
員
に
は

現
在
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
踏
ま
え
判

断
し
て
い
く
。

消
防
団
の
組
織
再
編

も
予
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
組
織
が

弱
体
化
し
な
い
よ
う

に
配
慮
い
た
だ
き
た

い
。

観
光
客
や
合
宿
客
が

増
え
た
こ
と
で
宿
泊

者
数
が
増
え
て
い
る

が
、
入
湯
税
は
前
年

度
よ
り
減
少
し
て
い

る
。
そ
の
要
因
は
。

１
事
業
者
が
令
和
５

年
６
月
以
降
に
入
湯

税
を
課
せ
ら
れ
る
鉱

泉
浴
場
で
は
な
く

な
っ
た
こ
と
、
キ
ャ

ン
プ
場
な
ど
の
温
泉

が
な
い
施
設
へ
の
宿

泊
が
多
か
っ
た
こ

と
、
宿
泊
を
伴
う
イ

ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ

な
か
っ
た
こ
と
な
ど

に
よ
る
。

総
務
課
関
係

令和６年度決算審議は委員会形式
決算審査特別委員会を設置

決算審査特別委員会
　９月９日の定例会初日、議長提案により
委員会を設置。委員長に米

よねもと

本宗
むねのり

徳議員、副
委員長に荒

あらたけ

嶽晋
すすむ

議員を選出。
　全課の審査を終了後、各会計決算の認定
について、採決した結果、全員賛成にて認
定すべきものと決定した。

意
見

意
見

税
務
住
民
課
関
係
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認
知
症
カ
フ
ェ
の
開

催
場
所
で
あ
る「
岩

野
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
」に
企
業
が

進
出
す
る
よ
う
だ

が
、
事
業
の
継
続
に

問
題
は
な
い
か
。

進
出
企
業
は
同
施
設

に
お
い
て
カ
フ
ェ
経

営
も
さ
れ
る
予
定
で

あ
り
、
認
知
症
カ

フ
ェ
も
連
携
し
て
実

施
す
る
予
定
。

高
止
ま
り
し
て
い
る

介
護
給
付
費
を
抑
制

す
る
た
め
、
地
方
創

生
推
進
課
で
進
め
て

い
る
ス
ポ
ー
ツ
サ
イ

エ
ン
ス
事
業
と
の
連

携
を
予
定
し
て
い
る

か
。

ま
ず
は
、
既
存
事
業

の
連
携
に
向
け
両
所

管
課
で
検
討
を
進
め

て
い
る
。
併
せ
て
、

高
齢
者
だ
け
で
な
く

若
年
層
の
健
康
増
進

に
関
す
る
取
り
組
み

も
検
討
し
て
い
る
。

令
和
６
年
度
の
新
規

事
業
で
あ
っ
た
担
い

手
規
模
拡
大
奨
励
金

の
実
績
は
。

農
用
地
の
売
買
と
賃

借
、
合
わ
せ
て
５
名

（
16
筆
、
２
０
５
ａ
）

に
交
付
し
た
。
担
い

手
へ
の
農
用
地
集
約

や
負
担
軽
減
を
目
的

と
し
て
お
り
、
継
続

的
に
実
施
し
た
い
。

森
林
経
営
管
理
制
度

に
お
け
る
私
有
林
の

村
へ
の
管
理
委
託
を

希
望
す
る
者
は
ど
の

程
度
い
る
の
か
。

令
和
２
年
度
か
ら
令
和

４
年
度
に
か
け
行
っ

た
調
査
で
は
、
１
５

７
名
、
５
２
１
筆
。

令
和
６
年
度
に
候
補

地
を
選
定
し
、
現
在
、

現
地
調
査
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
。

近
年
、
公
営
住
宅
入

居
者
の
収
入
超
過
に

よ
る
退
去
が
見
受
け

ら
れ
る
が
、
そ
の
対

策
は
。

公
営
住
宅
は
国
の
補

助
金
で
整
備
し
た
も

の
で
あ
る
た
め
、
耐

用
年
数
を
考
慮
し
な

が
ら
一
般
住
宅
へ
の

切
り
替
え
を
行
っ
て

い
る
。
所
得
制
限
に

つ
い
て
は
、
全
国
的

に
見
直
し
が
検
討
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
。

収
入
超
過
に
起
因
し

た
公
営
住
宅
退
去
に

よ
る
村
外
転
出
を
抑

止
で
き
る
よ
う
、
引

き
続
き
対
応
を
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

災
害
復
旧
事
業
費
に

つ
い
て
、
４
億
３
千

万
円
ほ
ど
繰
越
明
許

及
び
事
故
繰
越
と

な
っ
て
い
る
。
現
在

の
進
捗
状
況
は
。

農
地
等
災
害
復
旧
事

業
は
全
て
発
注
済
み

で
あ
る
。
公
共
土
木

施
設
及
び
林
道
施
設

に
つ
い
て
は
、
被
災

箇
所
へ
の
ア
ク
セ
ス

道
が
未
復
旧
の
た
め

制
約
を
受
け
一
部
発

注
で
き
な
い
状
況
。

ふ
る
さ
と
納
税
制
度

の
改
正
に
よ
り
９
月

か
ら
募
集
サ
イ
ト
の

ポ
イ
ン
ト
付
与
が
終

了
す
る
が
、
今
後
の

新
た
な
戦
略
は
あ
る

か
。

寄
附
後
に
返
礼
品
を

即
日
発
送
可
能
な
Ａ

ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
ふ
る
さ

と
納
税
が
今
後
伸
び

る
こ
と
を
見
越
し
て

本
サ
イ
ト
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
強
化
を

検
討
し
て
い
る
。
ま

た
、
岩
野
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
に
進
出

し
た
企
業
と
村
内
農

家
、
役
場
と
が
連
携

し
た
官
民
連
携
に
よ

る
新
た
な
取
り
組
み

を
検
討
し
て
い
る
。

保
健
福
祉
課
関
係

産
業
振
興
課
関
係

建
設
課
関
係

意
見

地
方
創
生
推
進
課
関
係
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　９月11日（木）に４つの事業について現地調査を行い、各担当職員から説明を受けなが
ら事業の成果を確認した。
　企業が進出することが決定した「岩野サテライトオフィス」では、進出企業によるカフェ
の経営が計画されており、オープンに向けた準備が進められていた。

【現地調査先】
①中高年就農初期投資支援事業（産業振興課）
②お試し住宅整備事業（地方創生推進課）
③岩野サテライトオフィス（地方創生推進課）
④水上学園冷水機整備（教育課）

市
房
山
キ
ャ
ン
プ
場

の
指
定
管
理
か
ら
１

年
が
経
っ
た
。
今
後

の
利
用
客
数
の
目
標

値
は
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
以
前

の
ピ
ー
ク
時
が
年
間

４
，０
０
０
人
。
ま

ず
は
そ
れ
以
上
を
目

指
し
て
い
る
。

目
標
達
成
の
た
め
、

村
の
観
光
事
業
と
の

タ
イ
ア
ッ
プ
に
期
待

し
た
い
。

水
上
学
園
図
書
室
の

蔵
書
数
の
充
実
に
つ

い
て
い
か
が
か
。

文
部
科
学
省
が
示
し

て
い
る
標
準
冊
数
に

足
り
て
い
な
い
。
令

和
７
年
度
予
算
で
前

期
課
程
は
充
た
せ
る

予
定
だ
が
、
後
期
課

程
は
そ
れ
で
も
不
足

す
る
。

児
童
生
徒
の
要
望
も

聞
き
な
が
ら
、
標
準

冊
数
を
満
た
せ
る
よ

う
計
画
的
に
充
実
を

図
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。

水
上
学
園
が
義
務
教

育
学
校
と
な
り
３
年

目
と
な
る
が
、
ど
の

よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
っ
た
か
。

中
１
ギ
ャ
ッ
プ
※
の

解
消
、
特
性
が
あ
る

子
や
特
別
な
支
援
が

必
要
な
児
童
生
徒
に

対
す
る
先
生
間
の
情

報
の
共
有
、
教
科
担

任
制
に
よ
る
質
の
高

い
授
業
、
異
学
年
交

流
に
よ
る
豊
か
な
心

の
育
成
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。

意
見

教
育
課
関
係

意
見

事業成果を現地調査！

現地調査の様子（岩野サテライトオフィス）

議会を傍聴してみませんか
次回の議会定例会は 12月です

（手続は住所・氏名を書くだけです）
詳しくは議会事務局☎44-0319まで

※中１ギャップ…中学校への進学を機に、小学校とは異なる環境の変化（学習面、生活面、人間関係など）になじめず、精神
的に不安定になったり、不登校やいじめにつながったりする現象を指す言葉です。
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議案番号 条　　　　例　　　　等 条例等の主な内容 審査の結果
議案
第１号 水上村教育委員会委員の選任同意について 尾前ちどり氏（湯山本野）の選任の

同意
可　決

（全員賛成）
議案
第２号

水上村職員の育児休業等に関する条例の一部
を改正する条例の制定について

地方公務員の育児休業等に関する法
律の改正に伴う条例の一部改正

可　決
（全員賛成）

議案
第３号

水上村職員の勤務時間、休暇等に関する条例
の一部を改正する条例の制定について

育児休業、介護休業等育児又は家族
介護を行う労働者の福祉に関する法
律の改正に伴う条例の一部改正

可　決
（全員賛成）

議案
第４号 水上村お試し住宅条例の制定について 移住等を検討する者を対象にしたお

試し住宅の設置
可　決

（全員賛成）

議案
第５号

水上村下水道条例の一部を改正する条例の制
定について

排水設備等の新設等工事において災
害発生時等に他の地方公共団体の指
定業者への発注を可能にする改正

可　決
（全員賛成）

議案
第６号

工事請負契約の締結について（新無反野橋橋
梁上部工工事） 村道改良工事に係る請負契約を締結 可　決

（全員賛成）
議案
第７号

工事請負契約の締結について（村道岩野横断
線道路改良工事） 村道改良工事に係る請負契約を締結 可　決

（全員賛成）
発議
第１号 水上村議会基本条例について 水上村議会の基本理念及び基本方針

を定め最高規範として制定するもの
可　決

（全員賛成）

継続審査申出書について 可　決
（全員賛成）

○条例などの審議結果（補正予算を除く）

　歳入歳出予算の総額に7,700万円を追加し、総額を61億9,520万円とするもの。ふるさと
応援基金積立金（企業版）1,310万円、シティープロモーション広告料900万円、簡易水道企
業会計繰出金500万円、村道カントリーパーク線安全対策工事700万円、非常用発電機設置
工事750万円などの事業が追加計上された。

令和７年度水上村一般会計
補正予算（第４号）

　歳入歳出予算の総額に590万5千円を追
加し、総額を2億8,384万4千円とするもの。

令和７年度水上村国民健康保険
特別会計（事業勘定）補正予算（第２号）

　歳入歳出予算の総額に42万4千円を追加
し、総額を4,712万4千円とするもの。

令和７年度水上村後期高齢者医療
特別会計補正予算（第１号）

　歳入歳出予算の総額に522万5千円を追加し、総額を4億3,742万5千円とするもの。前年度
事業の精算に伴う国庫負担金などの返納金254万8千円などが追加計上された。

令和７年度水上村介護保険
特別会計補正予算（第１号）

　歳入歳出予算の総額に33万3千円を追加
し、総額を1,023万3千円とするもの。

令和７年度水上村国民健康保険
特別会計（直診勘定）補正予算（第１号）

　収益的支出予算の総額に30万5千円を追
加、資本的収入及び資本的支出予算の総
額にそれぞれ500万円を追加するもの。

令和７年度水上村簡易水道事業
会計補正予算（第１号）

○各会計補正予算
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水上村議会の志す基本姿勢
議会基本条例で明文化

提案者　杉
すぎの

野 貴
たかふみ

文　議員

●議会基本条例とは
　住民の代表機関であり二元代表制の一翼を担う議会の基本理念、基本方針、執行部との
関係性や議会活動の原則など議会の基本姿勢を明文化し定めたものです。地方公共団体は、
国から権限が大きく移行され、地域が抱える人口減少や高齢化といった課題を踏まえつつ、
地域の強みや魅力を活かして持続可能な地域社会の実現を目指す地方創生に取り組む中、
地方議会が担う役割も大きくなっています。これに対応するため、水上村議会でも議会基
本条例の制定を目指し、議会全員協議会で検討を重ねてきました ｡

●条例制定の意義は
　議会基本条例は、改選による議員の構成に変更が生じてもその理念を全議員で共有する
ことにより、変わることのない議会の基本姿勢を明らかにします。
　村政の意思決定機関としてその権能を最大限に発揮できるよう、自らの果たすべき役割
と責務の重要性を改めて認識し、村民の負託に全力で応えていく決意で、水上村議会の志
す基本理念及び基本方針を定め、議会の最高規範としてこの条例を制定しました。

　水上村議会基本条例は令和７年９月定例会の初日に議員発議で提案し、原案どおり可決
しました。

○条例（一部抜粋）
（議会の活動原則）
第４条　議会は、合議制の意思決定機関として、その役割を果たすため、次に掲げる原則
に基づき活動するものとする。

（1）　公正性及び透明性を確保すること。
（2）　村民に対する説明責任を果たすこと。
（3）　村民の負託に的確に応える議会の在り方を不断に追求すること。
（議員の活動原則）
第５条　議員は、村民の代表者であることを自覚し、自らの職責を果たすため、次に掲げ
る原則に基づき活動するものとする。

（1）　村政に関する村民の意思の把握に努めること。
（2）　村政の課題並びに政策に関する情報収集及び調査研究に努めること。
（3）　自己の資質向上のため、日々の研さんに努めること。
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村
道
認
定
の
目
的
と
そ
の
役
割

は建
設
課

　

目
的
は
、
村
内
に
お
け
る
道
路
網

の
整
備
、
村
内
外
と
の
交
通
の
利
便

性
の
向
上
に
あ
る
。
役
割
は
地
域
住

民
の
日
常
生
活
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

形
成
、
ま
た
災
害
時
に
お
け
る
避
難

路
や
緊
急
車
両
の
通
行
路
な
ど
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

現
在
の
村
道
認
定
状
況
は

建
設
課

　

認
定
数
は
１
級
５
本
、
２
級
６
本
、

そ
の
他
１
７
７
本
。
合
計
で
１
８
８
本

を
認
定
し
て
い
る
。

側
溝
の
管
理
に
つ
い
て

建
設
課

　

災
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
土
砂
撤
去

や
側
溝
補
修
な
ど
を
必
要
に
応
じ
行
っ

て
い
る
。支

障
木
の
伐
採
に
つ
い
て

৻
⥸
⾰
໧

Ｑ．村道維持管理における
　　地域と役場の役割は
Ａ．地域に可能な範囲で
　　協力いただき、必要な
　　事柄は役場が行う

村の現状！今後の見通しは !!

問問 答答答

答

杉野　久志 議員

建
設
課

　

道
路
沿
い
の
樹
木
を
所
有
さ
れ
て
い

る
者
に
対
し
、
点
検
の
実
施
と
、
危
険

な
場
合
の
伐
採
等
に
つ
い
て
対
応
を
お

願
い
す
る
旨
、
広
報
誌
に
て
周
知
し
て

い
る
。
緊
急
時
に
は
、
道
路
管
理
者
が

伐
採
を
行
う
事
も
あ
る
。

所
有
者
が
不
明
な
場
合
や
高
齢

者
等
が
自
ら
伐
採
出
来
な
い
場

合
の
対
応
は

建
設
課

　

風
に
よ
る
倒
木
や
通
行
に
支
障
が
生

じ
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
道
路
管

理
者
が
伐
採
で
き
る
よ
う
民
法
の
改
正

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
の

伐
採
費
用
は
通
行
の
危
険
性
や
事
故
防

止
を
優
先
し
、
村
で
負
担
し
て
い
る
。

地
域
活
動(

村
道
手
入
れ)

に

お
け
る
住
民
の
活
動
範
囲
は

建
設
課

安
全
な
範
囲
で
の
作
業
を
お
願
い
し

て
お
り
、
車
両
通
行
に
支
障
を
き
た
す

箇
所
や
通
学
路
を
中
心
に
除
草
等
を
お

願
い
し
て
い
る
。

地
域
活
動
に
よ
る
村
道
手
入
れ

後
の
刈
草
の
放
置
は
、
道
路
管

理
上
支
障
を
き
た
す
可
能
性
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
搬
出
に
つ
い
て
の
考

え
は

建
設
課

　

除
草
後
の
刈
草
の
搬
出
に
つ
い
て
は

依
頼
し
て
い
な
い
。
刈
草
の
集
積
や
搬

出
が
必
要
な
箇
所
に
つ
い
て
は
、
役
場

か
ら
業
者
へ
発
注
し
、
重
機
等
を
使
っ

て
搬
出
す
る
な
ど
の
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

問問 答答

問答

問問
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合
宿
、
観
光
客
、
イ
ベ
ン
ト
、

仕
事
な
ど
宿
泊
客
の
現
状
は

地
方
創
生
推
進
課

・
合
宿
５
，９
９
１
人（
45
％
）

・
一
般
観
光
客
１
，８
０
８
人（
13
％
）

・
イ
ベ
ン
ト
９
０
５
人（
７
％
）

・
仕
事
２
，６
０
０
人（
20
％
）

・
キ
ャ
ン
プ
場
１
，９
３
９
人（
15
％
）

・
合
計
１
３
，２
４
３
人

旧
湯
山
小
学
校
宿
泊
施
設
の
概

要
と
、
営
業
開
始
予
定
は

地
方
創
生
推
進
課

　

宿
泊
可
能
人
数
は
１
７
０
人
で
、
食

堂
も
併
設
し
て
お
り
１
２
０
人
が
同
時

に
食
事
可
能
。「
ア
ス
リ
ー
ト
か
ら
高

齢
者
ま
で
」を
テ
ー
マ
に
、
健
康
と
ス

ポ
ー
ツ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
調
査
・

研
究
・
教
育
を
積
極
的
に
推
進
す
る
宿

泊
施
設
を
目
指
す
。
令
和
８
年
５
月
を

営
業
開
始
目
標
と
し
て
い
る
。

施
設
・
設
備
の
優
位
性
や
利
便

性
に
よ
り
、
旧
湯
山
小
学
校
宿

泊
施
設
に
予
約
が
集
ま
る
可
能
性
も

Ｑ．旧湯山小学校宿泊施設と
　　旅館民宿の共存のあり方は
Ａ．旅館・民宿が満室時に
　　受け入れ、企業研修も
　　推し進める

問問問 答答

答

答

方は

山崎　隆浩 議員

あ
る
と
思
う
が
、
ど
の
様
な
対
応
を

取
ら
れ
る
の
か

地
方
創
生
推
進
課

　

民
間
の
宿
が
満
室
時
や
対
応
が
で
き

な
い
場
合
等
の
宿
泊
受
け
入
れ
を
想
定

し
て
い
る
。
ま
た
、
陸
上
競
技
場
が
完

成
す
る
と
、
短
距
離
・
サ
ッ
カ
ー
・
企

業
研
修
等
の
合
宿
が
始
ま
る
こ
と
か

ら
、
2
〜
3
倍
の
宿
泊
者
増
を
見
込
ん

で
い
る
。宿

泊
施
設
は
年
間
通
し
て
の
営

業
と
な
る
の
か
。
ま
た
、
運
営

方
針
は地

方
創
生
推
進
課

　

年
間
を
通
し
て

営
業
す
る
予
定
。

宿
泊
料
金
は
区
別

化
す
る
予
定
だ

が
、
様
々
な
意
見

を
聞
き
な
が
ら
決

定
し
た
い
。
旅
館

民
宿
が
無
理
せ
ず

運
営
を
行
え
る
手

助
け
と
な
り
、
支

え
あ
い
な
が
ら
地
方
創
生
に
ま
い
進
で

き
る
よ
う
努
め
る
。
ま
た
、
宿
泊
施
設

と
し
て
の
機
能
と
は
別
に
、
住
民
を
対

象
と
し
た
身
体
測
定
や
交
流
の
場
、
熊

本
保
健
科
学
大
学
の
学
び
の
場
と
し
て

活
用
す
る
。

観
光
産
業
に
転
換
期
を
迎
え
る

可
能
性
を
感
じ
る
が
、
今
後
の

ビ
ジ
ョ
ン
は

中
嶽
村
長

　

地
方
創
生
は
他
の
地
域
と
差
別
化
を

図
る
こ
と
と
思
う
。
健
康
を
テ
ー
マ
に

熊
本
保
健
科
学
大
学
と
包
括
連
携
協
定

を
結
ん
で
い
る
の
で
、
ア
ス
リ
ー
ト
支

援
に
加
え
村
民
の
健
康
寿
命
を
引
き
上

げ
る
支
援
を

計
画
し
て
い

る
。
維
持
管

理
に
つ
い
て

は
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
基

金
を
有
効
活

用
し
運
営
を

行
う
こ
と
と

し
て
い
る
。

答問

問
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「熊本県初!!消防指令業務を共同運用」
～人吉球磨消防指令センターを視察～

「議員が足りない？なり手不足をどう乗り越えるか」
～もっと身近に、もっと開かれた議会へ～

　７月10日（木）、人吉下球磨
消防組合と上球磨消防組合は、
熊本県で初となる消防指令業務
の共同運用を４月より開始し、
６名の議員で上球磨消防組合内
に新たに整備された「人吉球磨
消防指令センター」を視察した。
　当日は、管内の概要、共同運
営のきっかけ、メリット、費用
負担等の説明を受けた。同セン
ターの職員は、両組合の職員が
７名ずつの計14名で構成され、
24時間３交代により常時４名
が勤務する。共同運営により、
緊急出動の集中や火災の連続発生にも柔軟に対応でき、両組合の境界地域での調整もス
ムーズになると説明があった。また、消防指令センター内で様々な事例に応じた実践説明
もあり、機能性の高い機器の必要性を改めて実感した。

　7月22日（火）、熊本県町村議
会正副委員長研修会として、オ
ンライン講演が行われ、全議員
が受講した。
　近年、議員のなり手不足が深
刻化し、町村議会では無投票
や定数割れ、議員の高齢化、女
性や若者のなり手不足が課題と
なっている。その背景には「忙
しい」「報酬が少ない」といった
“ブラック”なイメージがあるこ
とがわかってきた。
　民間企業では、働き方や制度
を柔軟にすることで、人材不足

に対応している。今後は参加しやすい環境づくりを目指し、報酬や制度の見直し、子育て
や仕事と両立できる環境づくりなど柔軟な対応が必要とされている。
　今回の研修を通じて、地域の声を議会に届けるには、住民の関心と参加が不可欠であり、
議会がもっと開かれた参加しやすい場へと変わるためにも、住民の協力が重要だと改めて
実感した良い研修となった。

講演：「議会改革となり手不足　議員のなり手不足への対応策」
講師：関東学院大学法学部教授　　牧

ま き せ

瀬 稔
みのる

　氏

上球磨消防組合内での研修の様子

オンライン研修の様子
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「読みたくなる議会だよりを目指して」
～町村議会全国研修に参加～

水上村議会・水上村上京要望報告
～主軸事業の実現に向けて要望書を提出～

　8月28日 ( 木 )、全国町村議会広報研修会が東京都渋谷
区ＬＩＮＥ　ＣＵＢＥ　ＳＩＢＵＹＡ（渋谷公会堂 ) で開
催され、本村から広報特別委員会委員4名が参加した。
　講演の内容については以下のとおりです。
１「インタビュー記事を足して読まれる広報紙にしよう」
　　インタビューライター　丘

おかむら

村奈
な お こ

央子　氏
２「スマートフォンを活用した撮影技術・動画作成の基本

～一人でもできる撮影ノウハウ、インタビュー撮影技術～」
映像講師・映像デイレクター・（公社）日本広報協会広報アドバイザー　渡

おりかわ

川修
しゅういち

一　氏
３「議会活性化を連動した広報紙作り～住民の政治参加をうながすツールに～」
　　福岡県大刀洗町議会　議会広報委員会　委員長　平

ひらやま

山賢
け ん じ

治　氏

　９月24日から25日にかけて、議会議員全員と中嶽村長は、衆議院第２議員会館及び参
議院議員会館を訪れ、地元選出国会議員へ要望活動を行いました。
　なお、本村の主軸事業を盛り込んだ「地域振興に係る提案及び要望書」の要望内容は次の
10項目です。
１．市房ダム湖周辺等整備
２．道路事業の整備促進
３．橋梁の長寿命化修繕 
４．簡易水道施設整備
５．農業農村整備事業等の促進

６．森林整備事業の拡充強化
７．野生鳥獣類被害対策
８．家畜伝染病防疫体制整備
９．地域資源を活用した地域活性化に対する支援
10．教育支援活動等に対する予算及び支援員の確保

　この中には、本村が進める地方創生事業の効果を最大限に引き出すための関連施策も含
まれております。そういった主軸事業を進めていく過程で、私どもの要望活動が少しでも
後押しになればと考えます。

研修会場内の様子

金
かねこ

子恭
やす し

之衆議院議員

松
まつむら

村祥
よしふみ

史参議院議員 馬
ば ば

場成
せい し

志参議院議員　柴
しばた

田秘書
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臨 時 会回第 ４
　令和７年第４回臨時会が７月28日（月）に開催され、慎重に審議した結果、それぞれ原案どお
り決定した。

○条例などの審議結果
議案番号 条　　　　例　　　　等 条例等の主な内容 審査の結果

継続審査申出書について 可　決
（全員賛成）

臨 時 会回第 ５
　令和７年第５回臨時会が10月6日（月）に開催され、慎重に審議した結果、それぞれ原案どお
り決定した。

○条例などの審議結果
議案番号 条　　　　例　　　　等 条例等の主な内容 審査の結果

議案第1号 財産の取得について 給食センター備品購入の契約締結 可　決
（全員賛成）

継続審査申出書について 可　決
（全員賛成）

　歳入歳出予算の総額に400万円を追加し、総額を61億1,820万円とするもの。岩野公民
館修繕料400万円が追加計上された。

令和７年度水上村一般会計
補正予算（第３号）
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集
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Ａ「表紙の写真の答え：岩野高瀬交差点のタブノキ」
　この木は国道388号線とフルーティロードの交差点に立つ、樹高
14.5m、幹周り4.4m の大きな木で村の天然記念物です。
　古くから神聖な木として大切にされ、昭和53年3月に村天然記念物に指
定されました。
　4月～6月頃には目立たないながらも黄緑色の小さな花を咲かせます。
　私たちの地域に深く根ざした、この偉大な「タブノキ」をこれからも 見
守っていきましょう。

タブノキの花


